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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザによる切り換え操作に応じて、第１の映像信号からフレームレートの異なる第２
の映像信号へ切り換える際に、前記第１の映像信号に対応する第１の同期信号と前記第２
の映像信号に対応する第２の同期信号に基づいて、出力映像信号に対応する出力同期信号
を生成して出力する映像処理装置において、
　前記第１の同期信号と前記第２の同期信号とを前記切り換え操作に応じて切り換えて出
力する第１の切り換え手段と、
　前記第１の切り換え手段から出力された同期信号の間隔を計測する計測手段と、
　前記第１の切り換え手段から出力された同期信号を少なくとも１周期分遅延するために
、前記計測手段の計測値を一時的に保持する保持手段と、
　１つ前の出力同期信号から前記保持手段に保持された前記計測値に対応する時間が経過
したタイミングで、遅延同期信号を出力する遅延同期信号生成部と、
　１つ前の出力同期信号から所定の時間が経過したタイミングで、内部同期信号を出力す
る内部同期信号生成部と、
　前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号と前記第２の同期信号に基づく遅延同期信号
との間に前記内部同期信号が挿入されるように、前記出力同期信号として出力する信号を
、前記遅延同期信号と前記内部同期信号との間で切り換える第２の切り換え手段とを有し
、
　前記第２の切り換え手段は、
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　　前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号を前記出力同期信号として出力している状
態において、前記計測手段の計測値が所定の範囲から外れた場合に、前記出力同期信号と
して出力する信号を前記内部同期信号へと切り換え、
　　前記内部同期信号を前記出力同期信号として出力している状態において、前記計測手
段の計測値が前記所定の範囲に含まれるようになった場合に、前記出力同期信号として出
力する信号を前記遅延同期信号へと切り換える
ことを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　前記所定の範囲は、少なくとも、前記第１の同期信号の間隔に相当する計測値および前
記第２の同期信号の間隔に相当する計測値のうち、いずれか小さい側の値から、いずれか
大きい側の値までの範囲を含む
ことを特徴とする請求項１に記載の映像処理装置。
【請求項３】
　前記所定の時間は、前記第１の同期信号の間隔と前記第２の同期信号の間隔のいずれよ
りも長い時間である
ことを特徴とする請求項１または２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　前記計測手段の計測値は、基準クロックをカウントした値である
ことを特徴とする請求項１～３のうちいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記計測手段の計測値は、水平同期信号をカウントした値である
ことを特徴とする請求項１～３のうちいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　前記第１の切り換え手段から出力される同期信号と前記第２の切り換え手段から出力さ
れる出力同期信号との位相を比較して位相差情報を出力する位相比較部をさらに有し、
　前記遅延同期信号生成部は、前記位相比較部による位相差情報に基づいて前記第１の切
り換え手段から出力される同期信号と前記出力同期信号との位相差が許容範囲外であると
判断した場合に、前記位相差を徐々に減少させるように遅延同期信号を出力するタイミン
グを調整する
ことを特徴とする請求項１～５のうちいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項７】
　ユーザによる切り換え操作に応じて、第１の映像信号からフレームレートの異なる第２
の映像信号へ切り換える際に、前記第１の映像信号に対応する第１の同期信号と前記第２
の映像信号に対応する第２の同期信号に基づいて、出力映像信号に対応する出力同期信号
を生成して出力する映像処理装置の制御方法において、
　第１の切り換え手段が、前記第１の同期信号と前記第２の同期信号とを前記切り換え操
作に応じて切り換えて出力するプロセスと、
　計測手段が、前記第１の切り換え手段から出力された同期信号の間隔を計測するプロセ
スと、
　保持手段が、前記第１の切り換え手段から出力された同期信号を少なくとも１周期分遅
延するために、前記計測手段の計測値を一時的に保持するプロセスと、
　遅延同期信号生成部が、１つ前の出力同期信号から前記保持手段に保持された前記計測
値に対応する時間が経過したタイミングで、遅延同期信号を出力するプロセスと、
　内部同期信号生成部が、１つ前の出力同期信号から所定の時間が経過したタイミングで
、内部同期信号を出力するプロセスと、
　第２の切り換え手段が、前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号と前記第２の同期信
号に基づく遅延同期信号との間に前記内部同期信号が挿入されるように、前記出力同期信
号として出力する信号を、前記遅延同期信号と前記内部同期信号との間で切り換えるプロ
セスとを有し、
　前記第２の切り換え手段は、
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　　前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号を前記出力同期信号として出力している状
態において、前記計測手段の計測値が所定の範囲から外れた場合に、前記出力同期信号と
して出力する信号を前記内部同期信号へと切り換え、
　　前記内部同期信号を前記出力同期信号として出力している状態において、前記計測手
段の計測値が前記所定の範囲に含まれるようになった場合に、前記出力同期信号として出
力する信号を前記遅延同期信号へと切り換える
ことを特徴とする映像処理装置の制御方法。
【請求項８】
　前記所定の範囲は、少なくとも、前記第１の同期信号の間隔に相当する計測値および前
記第２の同期信号の間隔に相当する計測値のうち、いずれか小さい側の値から、いずれか
大きい側の値までの範囲を含む
ことを特徴とする請求項７に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項９】
　前記所定の時間は、前記第１の同期信号の間隔と前記第２の同期信号の間隔のいずれよ
りも長い時間である
ことを特徴とする請求項７または８に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記計測手段の計測値は、基準クロックをカウントした値である
ことを特徴とする請求項７～９のうちいずれか１項に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記計測手段の計測値は、水平同期信号をカウントした値である
ことを特徴とする請求項７～９のうちいずれか１項に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　位相比較部が、前記第１の切り換え手段から出力される同期信号と前記第２の切り換え
手段から出力される出力同期信号との位相を比較して位相差情報を出力するプロセスをさ
らに有し、
　前記遅延同期信号を生成するプロセスにおいて、前記遅延同期信号生成部は、前記位相
比較部による位相差情報に基づいて前記第１の切り換え手段から出力される同期信号と前
記出力同期信号との位相差が許容範囲外であると判断した場合に、前記位相差を徐々に減
少させるように遅延同期信号を出力するタイミングを調整する
ことを特徴とする請求項７～１１のうちいずれか１項に記載の映像処理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、映像処理装置およびその制御方法に関し、特に、同期信号を生成し出力す
る装置に適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン受信機は、地上波や衛星の放送を受信して映像信号を画面に表示する装置
である。また、テレビジョン受信機は、コンポジット、Ｓ端子、Ｄ端子、ＨＤＭＩなどの
外部入力端子を有する。
【０００３】
　そして、外部機器が出力する映像信号は、この外部入力端子を通じてテレビジョン受信
機に供給され、その画面に表示される。なお、ユーザは、放送の映像信号を画面に表示さ
せるか、外部機器が出力する映像信号を画面に表示させるか、を選択することができる。
【０００４】
　ユーザにより画面に表示する映像信号が選択されると、テレビジョン受信機は、内部で
映像信号の切り換え動作を行う。ところが、従来のテレビジョン受信機においては、切り
換え動作の間、画面に表示乱れが生じてしまう。そこで、テレビジョン受信機に表示乱れ
を表示させないようにして、ユーザに見せないために、切り換え動作の期間においてテレ
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ビジョン受信機に黒画を表示するのが一般的であった。
【０００５】
　ここで、このような表示乱れの発生原因について説明する。図６に、一般的なテレビジ
ョン受信機により切り換え動作を行ったときのタイムチャートを示す。
【０００６】
　図６に示すように、画面に出力される垂直同期信号（出力垂直同期信号）は、放送の垂
直同期信号と外部機器が出力する垂直同期信号とから作成される。図６において、時刻ｔ
は、放送の映像信号を画面に表示している状態から、外部機器が出力する映像信号を表示
する状態に、切り換えが行われるタイミングを示す。
【０００７】
　そして、時刻ｔ以前の出力垂直同期信号は、放送の垂直同期信号と同期されている。他
方、時刻ｔ以降の出力垂直同期信号は、外部機器が出力する垂直同期信号と同期されてい
る。放送の垂直同期信号と外部機器が出力する垂直同期信号との間には位相差があるため
、時刻ｔ以後において出力垂直同期信号の間隔は変動する。この垂直同期信号の変動によ
り表示乱れが生じる。
【０００８】
　また、従来、テレビジョン受信機において、放送受信情報の表示と受信機の設定変更の
ためにＧＵＩ(Graphical User Interface)表示機能を持つものも普及してきている。ＧＵ
Ｉは、放送の映像信号または外部機器が出力した映像信号と合成されて画面に表示される
ものである。そのため、切り換え動作の期間においては垂直同期信号が乱れるため、ＧＵ
Ｉ表示も乱れる。そこで、このＧＵＩ表示の乱れをユーザに見せないために、黒画を用い
て隠す必要があった。すなわち、切り換え動作の期間において黒画を表示すると、映像信
号のみならずＧＵＩも不可視状態になるという問題が生じることになる。
【０００９】
　そこで、黒画によってＧＵＩを隠すことなく切り換え動作を実現する方法が提案されて
いる（特許文献１参照）。図７に、その同期信号生成装置の構成を示す。
【００１０】
　図７に示すように、従来技術による同期信号生成装置は、第１スイッチ２０１（ＳＷ１
）により映像信号１と映像信号２との２つの系統の映像信号から１系統の映像信号が選択
される。また、同期信号生成装置には、映像信号１の垂直同期信号と映像信号２の垂直同
期信号のうちのユーザにより選択された映像信号の垂直同期信号を出力する第２スイッチ
２０２（ＳＷ２）が設けられている。
【００１１】
　また、第２スイッチ２０２から出力される垂直同期信号を基準として、メモリ２０３に
おける書込位置を算出するメモリ書き込み制御部２０４が設けられている。同様に、同期
信号生成装置に設けられたメモリ読み出し制御部２０５は、出力垂直同期信号を基準とし
てメモリ２０３上の読出位置を算出する。メモリ２０３は、書込位置で指定されたメモリ
アドレスに、第１スイッチ２０１から出力される映像信号を記憶するとともに、読出位置
で指定されたメモリアドレスから映像信号が読み出される。そして、この従来の同期信号
生成装置において特徴的な構成は、位相差検出部２０６および位相補正部２０７である。
【００１２】
　すなわち、位相差検出部２０６は、映像信号１の垂直同期信号と映像信号２の垂直同期
信号との位相差を検出する。位相補正部２０７は、位相差検出部２０６から出力される位
相差を用いて、２つの垂直同期信号の位相を合わせ込むように補正する。なお、同期信号
生成装置においては、切り換え操作が行われても、すぐに映像信号２の垂直同期信号を出
力垂直同期信号として選択されるものではない。映像信号１の垂直同期信号と位相補正さ
れた映像信号２の垂直同期信号とが近づき、位相差が表示乱れを生じない程度の許容範囲
内になったときに位相補正された垂直同期信号２が選択される。これは、第３スイッチ２
０８（ＳＷ３）により実行される。
【特許文献１】特許第３４６４９２４号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、上述の従来技術においては、次のような問題があった。
　すなわち、表示乱れを生じない程度の許容範囲が駆動するディスプレイに依存している
ため、許容範囲が小さい場合には切り換え動作に時間がかかってしまう。そして、切り換
え動作に時間がかかると表示乱れが発生する可能性が増加する。この様子について、図８
を用いて以下に説明する。
【００１４】
　図８に示すように、垂直同期信号１のフレームレートと垂直同期信号２のフレームレー
トとが異なる場合、出力垂直同期信号は、垂直同期信号１と垂直同期信号２との位相差が
近くなるまで、垂直同期信号２と異なるフレームレートになる。そのため、コマ落ちや２
度出しといった、フレームレートの違いが原因の表示乱れが発生してしまう。
【００１５】
　したがって、この発明の目的は、切り換え動作時に短時間で切り換えを実行でき、切り
換える映像信号間のフレームレートが異なる場合であっても表示乱れを発生させることな
く切り換えを実行可能な映像処理装置および映像処理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　前記目的を達成するために、この発明は以下の構成を取る。すなわち、
　ユーザによる切り換え操作に応じて、第１の映像信号からフレームレートの異なる第２
の映像信号へ切り換える際に、前記第１の映像信号に対応する第１の同期信号と前記第２
の映像信号に対応する第２の同期信号に基づいて、出力映像信号に対応する出力同期信号
を生成して出力する映像処理装置において、
　前記第１の同期信号と前記第２の同期信号とを前記切り換え操作に応じて切り換えて出
力する第１の切り換え手段と、
　前記第１の切り換え手段から出力された同期信号の間隔を計測する計測手段と、
　前記第１の切り換え手段から出力された同期信号を少なくとも１周期分遅延するために
、前記計測手段の計測値を一時的に保持する保持手段と、
　１つ前の出力同期信号から前記保持手段に保持された前記計測値に対応する時間が経過
したタイミングで、遅延同期信号を出力する遅延同期信号生成部と、
　１つ前の出力同期信号から所定の時間が経過したタイミングで、内部同期信号を出力す
る内部同期信号生成部と、
　前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号と前記第２の同期信号に基づく遅延同期信号
との間に前記内部同期信号が挿入されるように、前記出力同期信号として出力する信号を
、前記遅延同期信号と前記内部同期信号との間で切り換える第２の切り換え手段とを有し
、
　前記第２の切り換え手段は、
　　前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号を前記出力同期信号として出力している状
態において、前記計測手段の計測値が所定の範囲から外れた場合に、前記出力同期信号と
して出力する信号を前記内部同期信号へと切り換え、
　　前記内部同期信号を前記出力同期信号として出力している状態において、前記計測手
段の計測値が前記所定の範囲に含まれるようになった場合に、前記出力同期信号として出
力する信号を前記遅延同期信号へと切り換える
ことを特徴とする映像処理装置である。
　この発明はまた、以下の構成を取る。すなわち、
　ユーザによる切り換え操作に応じて、第１の映像信号からフレームレートの異なる第２
の映像信号へ切り換える際に、前記第１の映像信号に対応する第１の同期信号と前記第２
の映像信号に対応する第２の同期信号に基づいて、出力映像信号に対応する出力同期信号
を生成して出力する映像処理装置の制御方法において、
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　第１の切り換え手段が、前記第１の同期信号と前記第２の同期信号とを前記切り換え操
作に応じて切り換えて出力するプロセスと、
　計測手段が、前記第１の切り換え手段から出力された同期信号の間隔を計測するプロセ
スと、
　保持手段が、前記第１の切り換え手段から出力された同期信号を少なくとも１周期分遅
延するために、前記計測手段の計測値を一時的に保持するプロセスと、
　遅延同期信号生成部が、１つ前の出力同期信号から前記保持手段に保持された前記計測
値に対応する時間が経過したタイミングで、遅延同期信号を出力するプロセスと、
　内部同期信号生成部が、１つ前の出力同期信号から所定の時間が経過したタイミングで
、内部同期信号を出力するプロセスと、
　第２の切り換え手段が、前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号と前記第２の同期信
号に基づく遅延同期信号との間に前記内部同期信号が挿入されるように、前記出力同期信
号として出力する信号を、前記遅延同期信号と前記内部同期信号との間で切り換えるプロ
セスとを有し、
　前記第２の切り換え手段は、
　　前記第１の同期信号に基づく遅延同期信号を前記出力同期信号として出力している状
態において、前記計測手段の計測値が所定の範囲から外れた場合に、前記出力同期信号と
して出力する信号を前記内部同期信号へと切り換え、
　　前記内部同期信号を前記出力同期信号として出力している状態において、前記計測手
段の計測値が前記所定の範囲に含まれるようになった場合に、前記出力同期信号として出
力する信号を前記遅延同期信号へと切り換える
ことを特徴とする映像処理装置の制御方法である。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明によれば、映像信号の切り換え動作時に短時間で切り換え可能となり、切り換
える信号間のフレームレートが異なる場合でも表示乱れを発生させることなく切り換える
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、この発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下の実施形
態の全図においては、同一または対応する部分には同一の符号を付す。
【００１９】
　　（第１の実施形態）
　以下、この発明の第１の実施形態について図面を用いて説明する。図１に、この発明の
第１の実施形態による同期信号生成装置の構成を示す。図１に示す同期信号生成装置は、
ディスプレイ（図示せず）を駆動する垂直同期信号を生成するためのものであり、ディス
プレイには、放送の映像信号や外部機器が出力する映像信号、またはＧＵＩと合成された
映像信号が表示される。
【００２０】
　図１に示すように、同期信号生成装置は、映像信号１と映像信号２とのうちのユーザに
より選択された映像信号を出力する切り換え手段としての第１スイッチ１０１（ＳＷ１）
が設けられている。同様に、同期信号生成装置には、映像信号１の垂直同期信号と映像信
号２の垂直同期信号とのうちのユーザにより選択された映像信号の垂直同期信号を出力す
る第２スイッチ１０２（ＳＷ２）が設けられている。ここで、映像信号１の垂直同期信号
が第１の同期信号、映像信号２の垂直同期信号が第２の同期信号、そして、これらの信号
を切り換える第２スイッチ１０２が第１の切り換え手段として用いられる。
【００２１】
　また、同期信号生成装置は、第２スイッチ１０２から出力される垂直同期信号を基準と
して、メモリ１０５における書込位置を算出するメモリ書き込み制御部１０３を有する。
同様に、同期信号生成装置に設けられたメモリ読み出し制御部１０４は、出力垂直同期信
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号を基準としてメモリ１０５上の読出位置を算出する。メモリ１０５は、書込位置で指定
されたメモリアドレスに、第１スイッチ１０１から出力される映像信号を記憶するととも
に、読出位置で指定されたメモリアドレスから映像信号が読み出される。
【００２２】
　自走カウンタ部１０６からは、自走クロック数が出力される。自走クロック数とは、基
準クロック発生部１０７から出力されるクロックの数である。この自走クロック数は、自
走カウンタ部１０６に出力垂直同期信号が入力されるとリセットされる。
【００２３】
　また、計測手段としての入力カウンタ部１０８からは、前フレームのクロック数が出力
される。入力カウンタ部１０８は、第２スイッチ１０２から出力される垂直同期信号の間
隔を、基準クロックを用いてカウントする。前フレームのクロック数とは、前フレーム期
間に入力カウンタ部１０８によりカウントされた値である。
【００２４】
　保持部１０９からは、保持クロック数が出力される。保持部１０９は、出力垂直同期信
号が入力されたときに前フレームのクロック数を取得する。保持クロック数とは、取得さ
れた前フレームのクロック数であり、その値は、次の出力垂直同期信号が保持部１０９に
入力されるまで保持される。
【００２５】
　内部同期信号生成部１１０からは、予め決められた周期の内部同期信号である内部生成
垂直同期信号が出力される。この内部生成垂直同期信号は、内部同期信号生成部１１０に
おいて自走クロック数と所定の値VOmaxとが比較され、両者の値が等しくなったときに出
力される。なお予め決められた値である所定値VOmaxは、基準クロックを用いて映像信号
１の垂直同期信号の間隔を数えた場合のクロック数と、映像信号２の垂直同期信号の間隔
を数えた場合のクロック数とのいずれのクロック数よりも大きい値にする。
【００２６】
　遅延同期信号生成部１１１からは、第２スイッチ１０２から選択的に出力される垂直同
期信号を少なくとも１周期分遅延させた遅延垂直同期信号が出力される。この遅延垂直同
期信号は、遅延同期信号生成部１１１において自走クロック数と保持クロック数とが比較
され、両者の値が等しくなったときに出力される。
【００２７】
　判別部１１２は、”０”または”１”の選択情報を出力する判別手段である。判別部１
１２は、前フレームのクロック数が所定の範囲内（VImin以上VImax以下）であるかどうか
を判別し、所定範囲外ならば“１”を出力する。また、判別部１１２は、出力垂直同期信
号に同期して、前フレームのクロック数が予め決められた所定範囲内（VImin以上VImax以
下）であるか否かを判別し、所定範囲内ならば“０”を出力する。このVImaxは、基準ク
ロックを用いて映像信号１の垂直同期信号の間隔を数えた場合のクロック数と、映像信号
２の垂直同期信号の間隔を数えた場合のクロック数とのいずれのクロック数より大きい値
にする。同様に、VIminは、基準クロックを用いて、映像信号１の垂直同期信号の間隔を
数えた場合のクロック数と、映像信号２の垂直同期信号の間隔を数えた場合のクロック数
とのいずれのクロック数よりも小さい値にする。
【００２８】
　また、第２の切り換え手段としての第３スイッチ１１３（第３スイッチ）は、選択情報
が“０”の場合に遅延垂直同期信号を選択し、選択情報が“１”の場合に内部生成垂直同
期信号を選択する切り換え装置である。
【００２９】
　図２に、上述した構成において映像信号１から映像信号２への切り換え動作を説明する
ためのタイムチャートを示す。なお、図２に示すクロック数の部分は、前フレームのクロ
ック数を出力している期間を示す。
【００３０】
　図２において、時刻t3以前の時刻は、ユーザが映像信号１を選択している状態である。
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第１スイッチ１０１（ＳＷ１）は、映像信号１を出力し、第２スイッチ１０２（ＳＷ２）
は、映像信号１の垂直同期信号を出力する。前フレームのクロック数がVImin以上VImax以
下の範囲なので、判別部１１２において”０”が選択されて出力される。第３スイッチ１
１３（ＳＷ３）は、遅延生成同期信号を選択しており、遅延同期信号生成部１１１が生成
する垂直同期信号を出力する。
【００３１】
　図２において、時刻t3は、ユーザが映像信号１から映像信号２に切り換え操作を行った
時刻である。第１スイッチ１０１（ＳＷ１）からは映像信号２が出力され、第２スイッチ
１０２（ＳＷ２）からは映像信号２の垂直同期信号が出力される。
【００３２】
　そして、時刻t4において、第２スイッチ１０２（ＳＷ２）からは、映像信号１や映像信
号２の垂直同期信号の間隔より短い間隔の垂直同期信号（Ｃ１）が出力される。時刻t3に
映像信号１の垂直同期信号が出力され、時刻t4に映像信号２の垂直同期信号を出力するた
めである。
【００３３】
　入力カウンタ部１０８からは、前フレームのクロック数”Ｃ１”が出力される。前フレ
ームのクロック数”Ｃ１”がVIminからVImaxの範囲外である（映像信号２の垂直同期信号
のクロック数より小さい）ため、判別部１１２は”１”を選択して出力する。これにより
、第３スイッチ１１３（ＳＷ３）は、内部生成垂直同期信号を選択する。
【００３４】
　時刻t4から時刻t5の間において、遅延同期信号生成部１１１は、時刻t4に取得した保持
クロック数”Ａ２”と自走クロック数とが一致するため、遅延垂直同期信号を生成する。
このとき、判別部１１２が”１”を選択していることから、第３スイッチ１１３（ＳＷ３
）においては、内部生成垂直同期信号”ｌ１”が選択されるため、遅延垂直同期信号は出
力されない。
【００３５】
　時刻t5において、VOmaxと自走クロック数とが一致するため、内部同期信号生成部１１
０は、内部同期信号としての内部生成垂直同期信号を生成する。第３スイッチ１１３（Ｓ
Ｗ３）が、内部生成垂直同期信号”ｌ１”を選択しているため、この垂直同期信号”ｌ１
”が出力される。
【００３６】
　時刻t5から時刻t6の間に、遅延同期信号生成部１１１は、時刻t5に取得した保持クロッ
ク数”Ｃ１”と自走クロック数とが一致するため、遅延垂直同期信号を生成する。しかし
ながら、第３スイッチ１１３（ＳＷ３）は、内部生成垂直同期信号を選択しているため、
垂直同期信号は出力されない。
【００３７】
　時刻t6に、内部同期信号生成部１１０は、VOmaxと自走クロック数が一致するため、内
部生成同期信号を生成する。第３スイッチ１１３（ＳＷ３）は、内部生成同期信号を選択
しているため、垂直同期信号を出力する。この垂直同期信号が出力されると、前フレーム
のクロック数Ｂ４がVIminとVImaxの範囲内なので、判別部１１２は”０”を選択する。こ
れにより第３スイッチ１１３（ＳＷ３）は、遅延垂直同期信号を選択する。
【００３８】
　時刻t7に、遅延同期信号生成部１１１は、時刻t6に取得した保持クロック数”Ｂ４”と
自走クロック数とが一致するため、遅延垂直同期信号を生成して出力する。第３スイッチ
１１３（ＳＷ３）は、遅延垂直同期信号を選択しているため、この垂直同期信号が出力さ
れる。
【００３９】
　以上の場合において、切り換え動作を行う際に生じる第１の問題は、第２スイッチ１０
２（ＳＷ２）が短い間隔の垂直同期信号”Ｃ１”を出力することにある。この垂直同期信
号”Ｃ１”をそのままディスプレイに供給すると表示乱れが生じてしまう。



(9) JP 5020754 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

【００４０】
　そこで、この表示乱れを防止するために、時刻t4から時刻t6まで期間は、内部同期信号
生成部１１０によって生成された自走した垂直同期信号”ｌ１”を出力するように２系統
の同期信号に挿入される。これにより、時刻t4から時刻t6までの期間は、第２スイッチ１
０２（ＳＷ２）が出力する垂直同期信号の間隔が変動しても、出力垂直同期信号が乱れる
ことはない。したがって、表示乱れは起こらない。
【００４１】
　第２の問題は、第２スイッチ１０２（ＳＷ２）が出力する垂直同期信号が安定した後に
、ディスプレイを駆動する出力垂直同期信号と、第２スイッチ１０２から出力された垂直
同期信号との間の同期をとる方法である。
【００４２】
　時刻t6の時点では、内部同期信号生成部１１０により生成される自走の内部生成垂直同
期信号と、第２スイッチ１０２が出力する垂直同期信号との間に位相差が存在する。した
がって、ディスプレイに供給する垂直同期信号（出力垂直同期信号）を、内部同期信号生
成部１１０により生成される自走の内部生成垂直同期信号から第２スイッチ１０２（ＳＷ
２）から出力される垂直同期信号に切り換えると、表示乱れが生じてしまう。
【００４３】
　そこで、この第１の実施形態においては、ディスプレイに供給する垂直同期信号を、自
走した垂直同期信号から遅延同期信号生成部１１１が出力する垂直同期信号に切り換える
ことによって、表示乱れが生じないようにしている。
【００４４】
　すなわち、まず、遅延同期信号生成部１１１および保持部１０９により、第２スイッチ
１０２から出力された垂直同期信号が遅延される。そして自走の内部生成垂直同期信号か
ら遅延同期信号生成部１１１が出力する遅延垂直同期信号に切り換える際に、遅延同期信
号生成部１１１は、遅延量を調節して間隔が乱れないように同期信号を生成する。したが
って、表示乱れは起こらない。
【００４５】
　この第１の実施形態においては、遅延同期信号生成部１１１による遅延量の調整に時間
を要しないため、短時間で切り換えを実現することができる。また、図２に示す映像信号
１のフレームレートと、映像信号２のフレームレートとは異なっているが、短時間で切り
換えを実現できるので、フレームレートの違いに起因する表示乱れは起こらない。
【００４６】
　　（第２の実施形態）
　次に、この発明の第２の実施形態による映像処理装置としての同期信号生成装置につい
て説明する。図３に、この第２の実施形態による同期信号生成装置を示す。この第２の実
施形態においては、第１の実施形態と異なり、基準クロック発生部１０７の後段に水平同
期信号生成部１５０が設けられている。その他の構成については、第１の実施形態におけ
ると同様である。
【００４７】
　この水平同期信号生成部１５０から出力される自走水平同期信号は、垂直同期信号とと
もにディスプレイの駆動に用いられる。また、水平同期信号生成部１５０は、基準クロッ
クをカウントして、自走水平同期信号を生成して、出力する。出力された自走水平同期信
号は、自走カウンタ部１０６と入力カウンタ部１０８とに供給される。
【００４８】
　自走カウンタ部１０６は、自走カウント数を出力する。ここで、自走カウント数は、水
平同期信号生成部１５０が出力した自走水平同期信号の数であり、自走カウンタ部１０６
に出力垂直同期信号が入力されるとリセットされる。
【００４９】
　入力カウンタ部１０８は、前フレームのカウント数を出力する。入力カウンタ部１０８
は、第２スイッチ１０２（ＳＷ２）から出力される垂直同期信号の間隔を、自走水平同期
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信号を用いてカウントする。前フレームのカウント数は、前フレーム期間に入力カウンタ
部１０８によりカウントされた値である。
【００５０】
　保持部１０９は、保持カウント数を出力する。保持部１０９は、出力垂直同期信号が入
力されたときに前フレームのカウント数を取得する。保持カウント数とは、取得した前フ
レームのカウント数であり、その値は、保持部１０９に、次の出力垂直同期信号が入力さ
れるまで保持される。その他のブロックに関しては第１の実施形態におけると同様の動作
を行うため、その説明を省略する。
【００５１】
　この第２の実施形態においては、次のような利点を有する。すなわち、上述した第１の
実施形態において自走カウンタ部１０６および入力カウンタ部１０８のカウント動作を基
準クロックで行っていたことから、クロック数が大きな値となってしまっていた。しかし
ながら、この第２の実施形態においては、自走カウンタ部１０６および入力カウンタ部１
０８のカウント動作を水平同期信号で行うため、カウント数の増大を防止することができ
る。したがって、ハードウェア容量を低減することができる。また、垂直同期信号と共に
水平同期信号を生成することができる。
【００５２】
　　（第３の実施形態）
　次に、この発明の第３の実施形態による映像処理装置としての同期信号生成装置につい
て説明する。図４に、この第３の実施形態による同期信号生成装置の構成を示すブロック
図を示す。この第３の実施形態においては、第１の実施形態とは異なり、位相比較部１６
０が設けられている。
【００５３】
　この位相比較部１６０は、第２スイッチが出力する垂直同期信号と出力垂直同期信号の
位相を比較し、位相差情報を出力する。位相比較部１６０は、第２スイッチ１０２（ＳＷ
２）が出力する垂直同期信号と出力垂直同期信号との位相差が、所定の範囲内（-VdとVd
との間）であれば、「位相差無し」を出力する。他方、第２スイッチ１０２（ＳＷ２）が
出力する垂直同期信号と出力垂直同期信号との位相差が所定の範囲外（-VdとVdとの間で
ない）であれば、位相比較部１６０は「位相差有り」を出力する。
【００５４】
　遅延同期信号生成部１１１は、生成された遅延垂直同期信号を出力する。位相比較部１
６０が出力する位相差情報が「位相差無し」の場合、遅延垂直同期信号は、自走クロック
数と保持クロック数とを比較して両者の値が等しい場合に出力される。位相比較部１６０
が出力する位相差情報が位相差有りの場合、遅延生成同期信号は、自走クロック数と、保
持クロック数＋Vdとを比較して両者の値が等しくなったら出力される。その他の構成にお
ける動作に関しては、第１の実施形態におけると同様であるので、その説明を省略する。
【００５５】
　図５に、上述した構成において映像信号１から映像信号２に切り換える場合の動作を説
明するためのタイムチャートを示す。
【００５６】
　図５に示す時刻t3は、ユーザが映像信号１から映像信号２に切り換え操作を行った時刻
である。時刻t5以前、第２スイッチ１０２が出力する垂直同期信号と出力垂直同期信号と
の位相差が-VdからVdまでの範囲内であるため、位相比較部１６０からは「位相差無し」
が出力される。
【００５７】
　時刻t5から時刻t10までの期間、第２スイッチが出力する垂直同期信号と出力垂直同期
信号との位相差が-VdからVdまでの範囲より範囲外になるため、位相比較部１６０からは
「位相差有り」が出力される。
【００５８】
　位相比較部１６０から「位相差有り」が出力されると、遅延同期信号生成部１１１は、
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保持クロック数よりVdだけ長い間隔となる遅延垂直同期信号を生成する。すなわち、第２
スイッチ１０２から出力される垂直同期信号と出力垂直同期信号との位相差が徐々に小さ
くなり減少するように動作する。
【００５９】
　そして、時刻t10には、第２スイッチ１０２が出力する垂直同期信号と出力垂直同期信
号との位相差が-VdからVdまでの範囲内となるので、位相比較部１６０から「位相差無し
」が出力される。これにより、遅延同期信号生成部１１１は、保持クロック数と同じ間隔
となるような垂直同期信号を生成する。
【００６０】
　以上のようにして、時刻t5から時刻t10の期間に映像信号２の垂直同期信号と出力垂直
同期信号の位相を近づけるように動作するので、時刻t10以降は映像信号２の垂直同期信
号と出力垂直同期信号との位相差の大きさはVd以下となる。
【００６１】
　上述した第１の実施形態においては、図２に示すように、時刻t7以降において、映像信
号２の垂直同期信号と出力垂直同期信号との間に位相差が生じていた。この第２の実施形
態においては、映像信号２の垂直同期信号と出力垂直同期信号との間の位相を近づけるよ
うに動作するため、入力された垂直同期信号と位相がほぼ一致した垂直同期信号を出力す
ることができる。
【００６２】
　以上、この発明の実施形態について具体的に説明したが、この発明は、上述の実施形態
に限定されるものではなく、この発明の技術的思想に基づく各種の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】この発明の第１の実施形態による同期信号生成装置の全体構成を示すブロック図
である。
【図２】図１に示す同期信号生成装置において切り換え動作が行われる際のタイムチャー
トである。
【図３】この発明の第２の実施形態による同期信号生成装置の全体構成を示すブロック図
である。
【図４】この発明の第３の実施形態による同期信号生成装置の全体構成を示すブロック図
である。
【図５】図４に示す同期信号生成装置において切り換え動作が行われる際のタイムチャー
トである。
【図６】従来技術による一般的なテレビジョン受信機における切り換え動作時のタイムチ
ャートである。
【図７】従来技術による同期信号生成装置の概略構成を示すブロック図である。
【図８】従来技術による同期信号生成装置においてフレームレートが異なる信号間での切
り換え動作のタイムチャートである。
【符号の説明】
【００６４】
１０１，２０１　第１スイッチ（ＳＷ１）
１０２，２０２　第２スイッチ（ＳＷ２）
１０３，２０４　メモリ書き込み制御部
１０４，２０５　メモリ読み出し制御部
１０５，２０３　メモリ
１０６　自走カウンタ部
１０７　基準クロック発生部
１０８　入力カウンタ部
１０９　保持部
１１０　内部同期信号生成部
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１１１　遅延同期信号生成部
１１２　判別部
１１３，２０８　第３スイッチ（ＳＷ３）
１５０　水平同期信号生成部
１６０　位相比較部
２０６　位相差検出部
２０７　位相補正部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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